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期待される結果
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微生物や植物がつくる天然の化合物（天然物）は、古くから薬として利用されていま
す。現在、薬の約1/3がこの天然物をもとにつくられています。例えば、微生物のアオ
カビが抗生物質であるペニシリンを作ります。ペニシリンの発見から100年近くたった
今も、微生物がつくる化合物から薬を開発する研究がされています。
微生物は、ヒトや動物にとって病気を起こす「悪いもの」として考えられていました。

一方、最近、ヒトや動物に生息する微生物は病気から体を守っており、私たちや動物に
とって有益に機能していることがわかってきました。動物や私たちの体には多数かつ多
様な微生物が共生しており、健康の維持に貢献しています。この健康維持に関与してい
る微生物の中に、私たちの病気を治してくれる微生物が存在することが最近わかってき
ました。その証拠の一つにヒトの鼻に生息する微生物には、既存の薬が全く効かない病
気に対して効果がある化合物をつくっている微生物がいることがわかりました。
これまでに私たちの研究グループでは、麻布大学で世界で初めて見つかった化合物を

報告しています。これまで多種多様な動物から有用な化合物をつくる微生物を探すこと
は、行われていません。このプロジェクトでは、様々な動物に生息する有用な微生物の
探索～微生物が作る有用な化合物を見つけ出すことまでを行います。
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様々な動物の糞や消化管から微生物を採取します。採取した微生物を培養し、これら
が作っている化合物を精製します。精製した化合物の構造を分析装置を用いて解析し、
生物活性試験によりどのような効果を示すかを調べていきます。

得られた化合物は、ウイルスや寄生虫などの感染症、炎症、がんなど
に関わる効果を試験して、薬として利用できる物質がないかを調べます。
もちろん薬剤として応用される可能性は非常に低いのですが、当たれば
大きいところが魅力だと思います。
このプロジェクトは動物⇒微生物⇒化合物（化学）⇒活性試験（細胞

生物学）と幅広い分野を学ぶことができます。動物から得られた微生物
がつくる分子が、薬剤となって動物医療に貢献できる、というのが最終
目標です。

これまで、コアラ、ハダカデバネズミ、ウズラ、
ウシ、ヤギ、ヌートリア、リス、トナカイ、ニワト
リ、トカゲ、モルモット、ペンギン、シャチの糞や
消化管から微生物を採取し、これらがつくる化合物
を調べています。今後も様々なに生息する微生物に
ついて解析する予定です。
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